
ヤングケアラーの声で変わっていく
こどもソーシャルワークセンターにおけるヤングケアラー支援体制事業の変化

■事業開始前（国や県のヤングケアラー支援の基本メニュー）

こどもソーシャルワークセンター
を利用するヤングケアラーの子
どもたちにたずねると「ヤングケ
アラーの子どもたちの求める支
援」と国や県の基本メニューに大
きな差があった。そこで県との話
し合いの結果、子どもたちの声に
応える柔軟な事業実施が認めら
れた。

こどもソーシャルワークセンターにおける
ヤングケアラー支援体制強化事業実施について

こどもソーシャルワークセンターを利用する子ども若者の約八割が、ヤングケアラーであることから、
センターの居場所活動を通して、ヤングケアラーの子ども若者たちの声を耳にしています。そして年齢
が低い子どもほどケアラーであることを自覚していないケースも多いことも実感しています。

現状ではヤングケアラーの子ども若者の支援体制は確立されていません。この夏より、こどもソーシャ
ルワークセンターでは滋賀県から「ヤングケアラー支援体制強化事業」の補助を受け、以下の活動を行
い、ヤングケアラーの状況に置かれている子どもたちを支えるネットワークを築いていきたいと考えて
います。関係者の皆様にも、事業についてご理解いただき、周知いただけますと幸いです。

ヤングケアラー当事者である高校生以上の概ね25歳ま
でを対象にピアサポーターの養成合宿を行います。
ピアサポーターが中心となり事業②、③等の、ヤング
ケアラーの子どもたちのレスパイトケアを目的にピア
サポート活動を行います。

ピアサポーターと専門職がペアとなり、ネット上にい
るヤングケアラーに対してＳＮＳを使い話しかけ、県
内各地のヤングケアラーやしんどさを抱える子ども若
者が居場所や支援機関につながるよう働きかけます。
【実施日】毎週日曜日 【実施場所】ユースホーム

ユースホームにおいて、ヤングケアラーの子どもたち
楽しく過ごせる居場所活動を行うとともに、県内にい
るヤングケアラーとオンラインで繋ぎ交流します。
【実施日】毎週土曜日 【実施場所】ユースホーム

お問い合わせ 特定非営利活動法人こどもソーシャルワークセンター
滋賀県大津市観音寺9-8

☎ 077-575-4378
office@cswc2016.jp

HP http://cswc2016.jp/

■事業開始時の事業計画

■現在のヤングケアラー支援体制

【国の支援メニュー】 【滋賀県の支援メニュー】
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